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４５年、「教師」という生活を送っていると、いろ

いろな出会いがある。４０年前に、妻と生後２カ月

の長男と一緒に着任した私たちを迎えてくれたの

は、今も変わらない｢別府の湯けむり」だった。が、

この年は、通常ではなかった。前年からの石油

ショックや狂乱物価の中で、全国的に労働運動が盛

り上がり、当時の国鉄は「順法闘争」「ゼネスト」

を行い、３日間の全国の国鉄・私鉄が運行停止で、

レールには赤さびが浮いていた。

「すべって転んで…」しか知らず、知人もほとん

どなく、新学期を迎えた。同僚といっても、定年前

1年の大先生だけであり、心細い日々だった。４科

目担当する授業といってもどういう内容かもわから

ず、手探り状況であったが、自分のこれまで研究し

てきたこと、今後やりたいことを「学説史」に基づ

きながら話すこととした。今、考えてみると、学生

諸君にとっては大変な迷惑だったと思う。今、新任

の先生に、ＦＤが必要だと思うのは、自分の苦い体

験によるといえよう。

４月の終わりに卒論学生の配当があり、男子学生

２名（Ｔ君とＵ君）と面談した。それまで、自分の

やってきたことや、何がやりたいか？について語り

合った。ふたりは、自分の育った地域の江戸時代の

歴史を勉強したい、とのことであった。しかし、当

方も大分県地域の近世史に関する知識は『大分県の

歴史」（山川出版、旧版）の記述程度で心もとない

ものだった。地域に残る資料の確認のために、３人

であちらこちら探し回った｡Ｔ君は、熊本出身であ

り、帰る暇がないとのことで、大分のものを使用す

ることとした。二人には、なるべくオリジナル史料
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